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カンタベリ物語に現われる鳥について
萩原　文彦
　私は前任の横浜市立大学において，さいごの10年問チョーサーの作品を講
述した。その後縁あって小山に白鴎女子短期大学が1974年開学するにあたり，
英語科教授として就任して，また10年間の責任を果すことになった。思川の
清流に沿い美しい自然環境にめぐまれたこの学園は，野鳥の楽園でもあるよ
うに思うことがある。開学10周年を記念して，何かを誌そうとする時，かね
て先輩学友などに勧められて，私の心も動いていた一事に着手してみた
くなった。「英国の文学作品に現れる鳥」一そして，手始めの目標として
Chaucer（1340？一1400）のThe　Cα儒εγ6解g　TαJes（1385）を対象とする
ことにした。資料はF。N。Robinson編集による丁加Wo摘s　oブGεo〃γ⑳
Cん側ceゲを用いた。
A。この物語詩には，始めに858行から成る総序GeηeTαlPずo！og％eがっいて
いる。百年戦争とか黒死病とか危機をはらんだ乱世に生きながら，同時代の
宗教詩人Wilham　Langland（？1330一？1400）とは資質を対照的に異にし
て，豊かな生活をした作者の筆は次のことばで始まる。
　Whan　that　Aprille　with　his　shoures　soote
　The　droghte　of　March　hath　perced　to　the　roote，
　And　bathed　every　veyne　in　swich　licour
　Of　which　vertu　engen（lred　is　the　flour．
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　このように2行づつが押韻する弱強五歩格の対旬詩型が使われ，後に英雄
詩型heroic　coupletと呼ばれる形式を作者は英文学に案出したのであっ
た。当時のイギリス社会のあらゆる階層，職業，地位，年令を異にする男女
が巡礼として，テムズ河南岸のSouthwarkにあるTabard　Innという宿に
勢揃いする。
　Thomas　a　Becket（1118－1170）が葬られているCanterb皿y寺院を詣
でる一行は宿の主人と作者Chaucerを含めて29名である。途中でCanon・s
Yeomanというのが一人追いついて，これも話をするが，結局は未完の書に
おわって，24話が現存している。
　さて上の4行から数行先をとらえると，
　And　smale　foweles　maken　melodye，
　That　slepen　al　the　nyght　with　open　ye
　So　priketh　hem　nature　in　hir　corages。
　（小鳥は唄い出して，夜もすがら目をあけて眠る。それほどに自然が鳥の
　心を刺戟するのだ。）
　いまの英語ではf・wlの意昧は縮小して「にわとり，家禽」のことを言う
が，この場合のfowelesは現在のbirdsに相当する。作者が物語の初めに英
国の4月の季節をとらえて自然の姿に目を向けたことは注目したい。英文学
では，これ以前にも鳥をテーマにした作品がある。南西地方の方言で書かれ
た作者不詳の作品「鳥とナイチンゲール」The　Owl　and　the　Nightingaleと
いう。二種の鳥を登場させて，擬人的に扱いながら愛と結婚についての論争
詩となっている。ここでは鳥そのものについての考察は何も見られないので
ある。
　Chaucerの全作品の中でfowl，fowlsは63（11）例であるのに対して，
bird，birdsの例も60（26）に達している。　（括孤内はカンタベリ物語に見
られる用例数）このことから考えるとbirdも次第に使われていることが判
明する。birdについてOEDはetymology　unknownとしているが，もと
はyoung　birdの意味であったらしい。　「一般の鳥」の意味では　Chaucer
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の次の例を2番目に古い用例として掲げている。
　On　morwe，whanne　the　brid　began　to　synge．（LGW1753）
　英語birdには古くからyoungster，child，son，girlなどの意味もあって，
これが人に対して「愛称」a　term　of　endeamientとして使われる。Canter．
bury　Tales（以下C　Tと略す）における次の例はそれであって，鳥に関する
ものではない。
　“What　do　ye，hony・comb，sweets　Alisoun，
　　My　faire　bryd，my　sweete　cynamome？．．．”
　（「アリスンさん，可愛い子，シナモンさん，ご機嫌いかが」Tん，碗〃eゲ5
Tα♂ε3698f）教区役員である色男アブソロンが夜明けに大工のかみさんに逢
いに行く場面である。この種の例が「粉屋の話」に三回見られるが，その事
はこの話が現代小説のような会話体で書かれていることを示すことにもなる。
　次の例はChaucer自身の考え方ではないにしても，作品の中で繰返して
出て来ることから考えて，彼がいかに鳥という生き物に関心を抱いたかを示
すことになろう。
　Men　loven　of　propre　kynde　newefangelnesse，
　As　briddes　doon　that　men　in　cages　fede．
　（人間はおのずから新奇なものを好むもの，それはちょうど人間が飼って
いる鳥も同じこと。「騎士の従者の話」610f）Chaucerは中世に広く読まれ
たローマの哲学者・政治家Boethiusの書De　Coπsolα蜘ηe　Phど1osopん♂αe
を英語に訳した。その中で捕われの鳥がいかばかり自然が苛酷であろうとも
自由を求めたがるものかを力説している箇所がある。（Book皿，Metrum2）
またChaucerはC．Tとは別に愛の夢物語詩3篇を残した。その第一は「
公爵夫人の書」丁舵Bo砧oμ加1九c舵ssであるが，第二は「鳥の会議」
丁舵Pα¢1♂α㎜e瞬oプFoωls，第三が「ほまれの宮」The　House　of　Fameで
ある・この三番目の作品では，作者自身が金の翼をした鷲につかまえられ
て大空高く舞い上る構想が取られている。　「公爵夫人の書」においても作者
は「5月の夜明けにベッドで夢をみていると，鳥たちの楽しい歌で目をさま
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された。」と記している。これらのことを併せ考えると，Chaucerは鳥につい
て一つの執念があるようにも見られる。
B総序に出て来る鳥の表現7例から始めよう。
1．ナイチンゲール（nightingale）15（7）
　騎士Knightにはその息子が従者Squireとしてついていた。烈しい恋を
していて，ナイチンゲールのように，夜も眠らないという。
　So　hoot　he　lovede　that　by　nyghtertale
　He　sleep　namoore　than　dooth　a　nyghtygale。（98f）
　ナイチンゲールについては作品全体では15例検出できるが，C　Tからは7
例あることを上記のように表示する。The　Cαπoπ’s　yeo㎜απ夕s　Tα」εで，ご
まかしの錬金術を信用した司祭の喜ぶさまを「5月の季節に蹄くナイチンゲ
ールよりも楽しく．．．」　（1344）と描いている。この鳥を「夜鳴鴬」と訳した
りするが，日本のヨシキリの類と同じく昼間も鳴くのであるから，知らない
人には誤解を与えることになる。
2．クジャク（peacock）4（2）
　騎士は一人の従者Yeomanも連れていた。その服装について，
　Asheetofpecokarwes，brightandkene，
　Underhisbelthebarfulthriftily，（104f）
　（孔雀の羽のついた輝く鋭い矢を一束帯皮の下につけていた。）
　またr家扶の話」丁椀Rεωe’s　Tα」εでは粉屋の人柄を描いて，
　As　eny　pecok　he　was　proud　and　gay。（3926）とある。これは後年O
ED1560年の用例，They　are　as　bragge　and　as　proude　as　pecokes，の
先駆を成すものと言えよう。
3．メンドリ（hen）11（1①
　Heyafnat・fthattextapulledhen，（177）
　　（彼はその原典のことばなど羽をもぎとられためんどりほどの意に介しな
かった〉これは修道僧について述べたもの。めんどりについては，後に「尼
院侍僧の話」The　N％η’s　PT∫es孟’s　Tα」εにおいて，chauntecleerと呼ばれ
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るおんどりに仕える七羽の雌鶏の話が控えている。その七羽の中の一羽であ
る正妻の名をPerteloteと呼び，まことに楽しい寓話となっている。
4．ハクチョウ（swan）7（4）
　これも上記の修道僧について「焼肉の中では太った白鳥がいちばん好物」」
という一行がある。
　Afatswanlovedhebestofanyroost，（206）
　「召喚吏の話」丁舵S％m吼oηe〆s　TαJeの中で，聖職にある者の奢イ多をい
ましめる表現が「鯨のように肥えて，白鳥のように歩く，食料倉庫の瓶のよ
うに酒くさい」となっている。
　Fat　as　a　whale，and　walkynge　as　a　swan，
　Al　vinolent　as　botel　in　the　spence．（1930f）
　白鳥は上等の料理に使われたらしく，　「騎士の従者の話」で，ダッタン国
のカンビスカン王が即位20年の祝典をあげる時の珍しい献立について，
　I　wol　nat　tellen　of　hir　strange　sewes，
　Ne　of　hir　swannes，ne　of　hire　heronsewes，（67f）
　（珍しいスープやら，白鳥やら，ワカサギ料理については言わずもがな。〉
5．シャコ（partridge）　2（1）
　郷士Frankhnについて，
　Ful　many　a　partrich　hadde　he　in　muwe，（349）
　　（鴫鵡をたくさん鳥小屋に飼っていた。）OEDではこの用例を出してい
るが，a　fulpartrich＿と古い異本からのものである。partridge，pheasant
は古くから英国，ヨーロッパのgame－birdであり，PFにはpheasantも
登場している。
6．スズメ（sparrow）3（2）
　召喚吏については「熱情的で好色なること雀の如し」と評している。
　As　hoot　he　was　and　lecherous　as　a　sparwe，（626）
　また「召喚吏の話」に登場する托鉢僧が「女をしっかり両腕にかかえ，や
さしく接吻した。雀がさえずるように唇でよくしゃべった。」と描くくだりも
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ある。
　And　hire　embraceth　in　his　armes　narwe，
　And　kiste　hire　sweete，and　chirketh　as　a　sparwe
　with　his　lyppes：（1803f〉
7．カケス（jay）．6（5）
　召喚吏が酒を呑むとラテン語以外は口にしなかった。意味をわきまえずに
口にするので，カケスにたとえたのである。
　And　eek　ye　knowen　wel　how　that　a　jay
　Kan　clepen‘Watte’as　wel　as　kan　the　pope，（642f）
　（カケスでも法王様と同じようにワットと言うことができるのを皆さんも
よくご存知のはず。）カケスを飼いならしてwalterと言わせ，オウムには
pollと言わせたりする慣がある。
　このほか「家扶の話」には「カケスのようにほがらかに」（4154），　「法律
家の話」には「カケスのようにおしゃべり」（774），Cαηoη’s　yεo椛απ’s　TαJe
にもこれに類する例（1397）が見られる。
C以上で「総序」に出る7種について述べた。人物の性情を鳥に托して巧み
に描いており，またその頻度も高いことが知られる。次にC　Tの物語の発展
の順にこれを続けてみたいと思う。
C．「騎士の話」はC　Tの中で第一に語られるものだが，24篇の中でも一番長
い話（2328行〉であり，傑作の一つであろう。テーベの騎士で従兄弟の問柄
にあるアーサイトArciteとパラモンPalamonは囚われの身である。アテ
ネの領主の美しい娘エミリアEmiliaを恋して，互いに争う悲劇物語となっ
ている。ここでは8種の鳥が登場する。
8，トビ（kite）5（4）
　獄中の二人が言い合いする間の一こまで，アーサイトがパラモンに向って，
身代金も出してもらえない身では「猟犬がいがみ合っている間にトビがやっ
てきて，その間の獲物をさらってしまう」と言う。
　Ther　cam　a　kyte　whil　that　they　were　so　wrothe，
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　And　baar　awey　the　boon　bitwixe　him　bothe．（1178f〉
　「従者の話」にも寓話の中に出る雄鷹について，
　He　sangh　upon　a　tyme　a　kyte　flee，
　And　sodeynly　he　loved　this　kyte　so．．．（623f）
　（ある時一羽のトビが飛んでいるのを見ると
　急にそのトビを愛するようになって＿
9．ヒノくリ　（lark）　9（3）
　The　bisy　larke，messager　of　day，
　Salueth　in　hir　song　the　morwe　gray．（1491f）
　（夜明けの使者であるヒバリは，いそがしそうにさえずって，白む黎明に
挨拶をする。）この鳥の早起きであることをとらえて次のような情景描写もあ
る。日の出前2時間から喘き出すのを聞いたという。
　The　Sonday　nyght，er　day　bigαn　to　sprynge，
Whan　Palamon　the　Iarke　herde　synge，
　（Althongh　it　nere　nat　day　by　houres　two，
　yetsongthelarke）＿（2209f）
10．カッコウ（cuckoo）8（3）
　おのれのためにこんなにも嫉妬の火をもやしている二人の思いを，それほ
どには感じないエミリーのことを描いて，
　She　woot　namoore　of　al　this　noote　fare，
　By　God，than　woof　a　cokkow　or　an　hare！（1809）
　（彼女がこの烈しい恋のことを知らないのは，郭公や野兎が知らないのと
同じさ。）このほか，Venusの神殿の壁に描かれたものを説明して，「嫉妬の
女神は黄色い金仙花の花輪をつけ手に郭公がとまっている」と記している。
　And　a　cokkow　sittynge　on　hir　hand．（1930）
11．ハト（turtled・ve）11（4）
　（pigeonのハトはChaucerには出ない。1611年の欽定訳聖書にはyoung
pigeonというのが出る。pigeonはもとa　young　doveの意味であった。
一7一
Chaucerのハトはturtle　doveまたはturtleであって，日本のキジバト
に類するように思われる。〉いよいよ二人の騎士の試合が迫る。その円形闘技
場にまつわる情景を描く所で，Venusの像にっいて，
　Above　hir　heed　hir　dowves　flikerynge．（1961）
　（頭上には彼女に仕える鳩がひらひらと舞っていた。）
　「商人の話」では失明した夫ジャニアリーが妻の貞操を念じて，
　Soul　as　the　turtle　that　lost　hath　hire　make。（2080）
　（夫を失った鳩のように独りになって）
　「免罪符売りの話」では，ハトの挙動をとらえて描写した例がある。
　And　est　and　west　upon　the　peple　I　bekke，
　As　dooth　a　dowve　sittynge　on　a　berne．（395f）
　（納屋にとまっている鳩みたいに，東西に首をのばしてペコペコ動かすの
さ。）「粉屋の話」でアブソロンがアリスンに向って，
　Ywis，lemman，I　have　swich　love・longynge，
　That　lik　a　turtel　trewe　is　my　moornynge．（3705f）
　（ほんと，おまえ，こんなに恋いこがれてるんだよ。きじ鳩みたいに嘆き
悲しんでるんだよ。）また次の例は，呼掛詞として使われている。盲目となっ
た晩婚の夫ジャニアリーが新妻に向って言う。
　“Rys　up，my　wyf，my　love，my　lady　free！
　The　turtles　voys　is　herd，my　dowve
　The　wynter　is　goon　with　alle　his　reynes　weete，
　Com　forth　now，with　thyne　eyen　columbyn！（2138f）
　（お起き，私の鳩さん，ハトの1帝き声がした。冬が去って雨もやんだ。鳩
の目を見せておくれ。）columbynはlike　a　doveで，　「鳩のような」の意。
12．ワタリガラス（raven）4（1）
　これは英国に住む最大のカラスで不吉な鳥と言われる。試合の日にPala・
monがつれて来たトラキアの王リクルガスの人物について，
　His　longe　heer　was　kembd　bihynde　his　bak；
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　As　any　ravenes　fethere　it　shoon　for　blakl（2143f）
　　（長い髪の毛は背後にたばねられ，ワタリガラスの羽毛のように黒々と光
っていた。）
13．ワシ（eagle）22（4）
　Arciteが連れて来たインドの王エメトレウスについて，
　Up・nhishandhebarf・rhisdeduyt
　An　egle　tame，as　any　lilye　whyte．
　（手には百合のように白い，馴らした鷲を，心を愉しませるために持って
いた〉「騎士の従者の話」で，ダッタン王カンビスカンの許に，とある騎士
が訪れ祝宴に加わる時，献上の馬について，
　Or，if　yow　lyst　to　fleen　as　hye　in　the　air
　As　dooth　an　egle　whan　hym　hst　to　soore．（122f）
　（この馬は陛下がお望みとあらば，鷲のように天空高くとぶこともできま
す。〉
14，タカ　（hawk）16（13）
　アテネの領主の宮殿における準備を描くところで，
　What　haukes　sitten　on　the　perche　above．（2204）
　（どの鷹が木の止り木にとまっるのか）この他「バスの女房の話」には，
　With　empty　hand　men　may　none　haukes　lure．（415〉
　（空手では鷹を呼びもどせませんからね）
　hawkという英語は通俗の語であって，タカ（hawk）という名のタカは英
国にも日本にも存在しない。hawkingに使われる鳥としては後出の種別で明
かになる。次のcrOWも同じことで，カラス（crOW）という名の鳥は日本に
も英国にも存在しない。次のcrowはおそらくcarrion　crowで日本のハシ
ボソガラスになると思う。
15．カラス（crow）20（16〉
　プルートーが送った地獄の火に遭いアーサイトが落馬する時の，
　As　blak　he　lay　as　any　cole　or　crowe，
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　So　was　the　blood　yronnen　in　his　face，（2692f）
　（石炭か鳥のように，まっ黒になって横たわり，血が顔に流れていた。）
D．「粉屋の話」The　Millerヲs　Taleは，中世に普及していたみだらな話。有
福で善良な大工が美貌で浮気な若妻Alisonと暮している。ここにNicholas
という貧しい学生が下宿している。一方教区の役員Absalomも妻君に思い
を寄せる。この4者がくりひろげるまことにたわいもない茶番劇。ここでは
6種が登場するが，すでに2種は取りあげたので，4種類を述べることにす
る。
16．ツバメ　（swallow）　4（1）
　大工の新妻アリスーンについて，
　But　of　hir　song，it　was　as　loude　and　yerne
　As　any　swalwe　sittynge　on　a　berne．（3757f）
　（彼女の歌ときては納屋にとまるツバメのように声高く元気だった。）
17．ガチョウ（goose）15（6）
　横恋慕するアブソロムについて，
　His　rode　was　reed，his　eyen　greye　as　goos．（3317）
　（顔色は赤く，眼はガチョウみたいに灰色だった。〉
　「家扶の話」では，
　This　millere　into　toun　his　doghter　sende
　for　ale　and　breed，and　rosted　hem　a　goos．（4136f）
　（この粉屋は娘を町へやってビールとパンを買ってこさせ，ガチョウを一
羽焼いた。）「商人の話」には「はガチョウのように馬鹿なもの」as　lewed
as　geesと言う場面がある。
18．アヒル（duck）
　オックスフォードの学生ニコラスが大工に向って，洪水がくるとだます時
の，
　Thanne　shaltou　swymme　as　myrie，I　undertake，
　As　dooth　the　white　doke　after　hire　drake．（3575f）
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　　（そうなればお前は白い雌鴨が雄鴨のあとを追うように楽しく泳いでまわ
れるのさ。）
19．雄鶏（cock）22（19）
　アブサロンが未明に大工の家に向う時，
　Alitelaftercokkeshaddeycrowe．（3357）
　　（雄鶏たちがときを告げてしばらくすると＿）　「粉屋の話」では3例とも
朝の時刻を示すことに使われる。　「免罪符売りの話」にも1例を見る。雄鶏
はcomune　astrologerと歌っているf列もある。　（TC3，1415）
E．以下それぞれの話に少しづっ登場するのを一括して述べることにする。
20．カササギ（pie）10（7）
　「家扶の話」で粉屋シムキンの妻のことを，
　And　she　was　proud，and　peert　as　is　a　pye．（3950）
　（気位が高くてカササギみたいにずうずうしかった。〉
　晩婚のジャニアリーが花嫁マイとの初夜を迎える時，
　He　was　al　coltissh，ful　of　ragerye，
　And　ful　of　jargon　as　a　flekked　pye．（1848f）
　（彼は気ままな浮かれ男，斑点のあるカササギのようにお喋りだった。）
　「船長の話」で夫の商用で不在の間に司祭と密通する妻のことを，
　And　forth　she　gooth　as　jolif　as　a　pye，（209）
　（カササギのように陽気になって出かける。）
　「僧の従者の話」では，馬で一行に追いついた時の汗まみれの情景を，
　He　was　of　foom　al　flekked　as　a　pye．（565）
　（彼の姿は泡だらけでカササギのようだった。）
21．ゴシキヒワ（goldfinch）
　「料理人の話」に出る小僧について，
　Gaillard　he　was　as　goldfynch　in　the　shawe．（4367）
　（茂みにひそんでいるゴシキヒワのように陽気だった。）
　「バスの女房の話」では7種が登場するが，4種はすでに扱ったので，次
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の3種がそれである。
22．ベニハシガラス（chough）2（1）
　Awyswyfshal，ifthatshekanhirgood，
　Bere　hym　on　honde　that　the　cow　is　wood．（232f）
（賢妻なら自分の力を知って，あのカラスは気がおかしいと言って夫を信じ
こませるでしょう。）夫の留守中に不実を行った妻のことを目撃したカラスが
主人に報告したエピソードは「賄人の話」に面臼く語られている。「バスの
女房の話」にもこれに言及している。この場合のcowはchoughのくずれた
ものとされるが，crOWと考えてもよい。「賄人の話」ではcrOWとなって
いる。
23．サンカノゴイ（bittern）
　これもオヴィッドの中に出る昔話をChaucerが引用したもの。フリジァ
国のマイダス王は臆馬のように長い耳をしていた。妻以外には何人にもかく
していた。夫の不名誉になることは絶対口外しないつもりでいた妻も，長く
秘密を守ることに堪えられなくなって，
　And　as　a　bitore　bombleth　in　the　myre，
　She　leyde　hir　mouth　unto　the　water　doun：
　“Biwreye　me　nat，thou　water，with　thy　soun，”
　Quod　she；“to　thee　I　telle　it　and　namo；
　Myn　housbonde　hath　longe　asses　erys　two！”
　（水よ，流れの音で私を裏切らないでおくれ・お前だけに言うが，私の夫
には二本のロバの耳が生えているのよ。）とくにサンカノゴイという水鳥を使
った点はさすがにチョーサーなるかなと思う。
24．フクロウ（owl）8（3）
　女性は何を望むかという問題をテーマにした逸話が語られ，しまいに主人
公の若い騎士はみにくい生命の恩人と結婚する破目になる。
　For　prively　he　wedded　hire　on　the　morwe，
　And　al　day　after　hidde　hym　as　an　owle．（1080f）
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　（翌日彼はこの老婆と結婚し，その後一日中フクロウのように身をかくし
た。）
25．モズ（shrike）
　「托鉢僧の話」に登場する悪刺な召喚吏について，
　This　somonour，which　that　was　as　ful　of　jangles，
　As　ful　of　venym　been　thise　waryangles。（1407f）
　（この召喚吏はモズに毒があるようにお喋りだった。〉
　OEDによると　wariangleはA　name　formerly　given　to　the　Shrike
or　Butcher－bird，either　the（Great　or　European〉Grey　Shrike（Lanius
excubitor〉orthesmallerred・backedShrike（L．collurio）．とあるの
で，Shrikeの語を与えた。上記2種の中，前者は日本では主として北海道に
いるオオモズに相当し，後者は日本には見られず英国においても繁殖が減少
していることが伝えられている。OEDは上記Chaucerの用例を最古の例に
掲げているが，つづけて1598年にSpeghtが出版したChaucer全集からモズ
についての説明を次のように載せていることは興味がある。
　VVαγ幅απ8・Jes　Be　a　kind　of　birdes　full　of　noyse　and　very　rauenous，
preying　vpon　others，which　when　they　haue　taken，they　vse　to　hang
vpon　a　thorne　or　pricke，＆teare　them　in　pieces　and　deuoure　them．
And　the　common　opinion　is，th＆t　thorne　wherupon　they　thus　fasten
them　and　eate　them，is　after・ward　poysonsome．In　Staffordshire　and
Shropshire　the　name　is　common．
　語源については，古代チュートン語のwargO・Zから起り，　「無法者」の
意味にもなる。
26．ウズラ（quail）3（1）
　「学僧の話」で，忍耐の鏡とされる貞淑温順な女性グリセルダについての
逸話のあと，Chacerの結旬で，夫操縦法を説く中に，
　In　jalousie　I　rede　eek　thou　hym　bynde，
　And　thou　shalt　make　hym　couche　as　doth　a　quame．（1205f）
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　（嫉妬で旦那をしばりつけることもいいよ，相手がウズラのようにうずく
まらせるんだ。〉
27．オウム（popinjay）6（3）
　「商人の話」で，ジャニァリーが庭園で妻と楽しむさまを，
　Now　lat　us工urne　agayn　to　Januarie，
　That　in　the　gardyn　with　his　faire　May
　Syngeth　ful　murier　than　the　papejay．（2320f）
　「オウムよりもほがらかに歌っていた．．．」というような表現は，　「船長の
話」で，借金を返済した商人の気持ちがmurie　as　a　papejayと表されてい
る。
　この鳥のつづりは一定せず，R　Rにはpopynjayが見られる。この語は
OEDによると，an　early　name　for　a　parrotであって，1525年になって
初めてオウムparrotが英語史上に登場する。Shakespeareの作品などには
珍らしくない。
28．ハヤブサ（falcon）17（11）
　「騎士の従者の話」に出る。C　Tに現れる11例はすべてこの話からである
ことから考えても，いかにこの話が鳥に関係があるかが知られる。タタール
の王カンビスカン（っまりジンギスカンのこと）の姫カナセは，ある朝供を
連れて庭を歩いていると，傷ついた白いハヤブサを見つける。彼女は不思議
な騎士の来訪により，授けられた指輪の力で鳥語を解するようになる。残念
なことにこの話は未完のロマンスに終っている。
　Afauconperegrynthannesemedshe
　Of　fremde　land：（428f）
　（その時彼女には外国からのハヤブサと思われた。〉
　英語のhawkをOEDで見ると，Any　diumal　bird　of　prey　used　in
falconry．と定義している。またfalconryを見ると，The　branch　of　know
ledge　concerned　with　the　sport　of　hawking，and　the　breeding　and
training　of　hawks．とある。これによって推測されるようにハヤブサは鷹狩
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り用のタカ（hawk）の一種である。鷹狩りに使われる鳥についてOED　は
falconの項で次のように説明は有益である。
　In　Falconry，applied　only　to　the　female，the　male，being　smaller
andlessadaptedforthech＆se，iscalledthetercelortiercel．
29．雄鷹（tercelet）17（3）
　これはtiercelともつづり，すべての鷹のオスはこの名で呼ばれる。カナ
セ姫に語るハヤブサの話に，
　Tho　dwelte　a　tercelet　me　faste　by，
　That　semed　welle　of　alle　gentillesse。（504f）
　（親切そうな雄鷹が近くに住んでいました。）
　タカの雄がこの名で呼ばれる理由について，OEDは二説を示している。
　Said　by　some　to　have　been　so　caHed　as　being　one－third　smaller
than　the　female　bird，by　others　because　a　third　egg　in　a　nest　was
believed　to　be　smaller　and　to　produce　a　male　bird．
30．アオサギ（heron）2（1）
　「郷士の話」は，武者修業のため一年問ブルターニュを出帆して英国に滞
在する夫の留守を守る美貌の妻ドリンゲンに，アウレリウスという青年が愛
を迫る。　「海岸に点在する岩が消えたら」という女の条件に対して青年は奇
術を修めてこれを実現してしまう。夫が帰国する。それからのエピソードが
きわめて優雅なヒューモアで描かれる。オルレアンに出向いた青年が奇術家
から術を見せてもらう場面で，
　He　saugh＿that　with　hir　haukes　han　the　heron　slayn．（1195f）
　（鷹を使ってアオサギを殺しているところを見せた。〉
31．オオタカ（goshauk）2（1）
　「女子修道院長の話」につづいて，作者Chaucerが「サー・トーパス」
の話を始める。フランドルの領主の息で，勇猛なこの若者は，
　He　koude　hunte　at　wilde　deer，
　And　ride　an　haukyng　for　river
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　With　grey　goshauk　on　honde；（736f）
　（山では鹿を追い，灰色のオオタカを手に，川へ鷹狩りにも出た。〉
32．ハイタカ（sparrow　hauk）　2（1）
　これも「サー・トーパス」に出る。彼が武者修業の路すがら目に入る森の
中の植物名や鳥について列挙している。
　The　briddes　synge，it　is　no　nay
　The　sparhauk　and　the　papejay，
　That　joye　it　was　to　heerel（766f〉
　（鳥がほんとに鳴いていた。ハイタカやキツツキの声を聞くのは楽しいも
のだ。）この場合のpapejayはwoodpeckerと解するようである。
　ハイタカについては「尼院侍僧の話」のチャンテクレールの話が終ったと
ころで，宿の主人の口上に出てくる。「ごらん，この立派な坊さんはなんと
逞しい筋肉なんでしょう。太い首と広い胸，眼つきはハイタカのようだ」と
いう。
　He　loketh　as　a　sperhauk　with　his　yen．
33．ツグミ（thrush）4（2）
　原文ではthrustel，thrustelcokつまりthrostle，throstlecockである。
現在のthrushと考えられる。上記「トーパス」の用例のつづきに，
　The　thrustelcok　made　eek　his　lay．（769）
　（ツグミも歌った。）
F以上33種が私の調べた限りで，「カンタベリ物語」に登場するすべての鳥
について列挙した。この他に次のような慣用表現もあるが，これはset・
phraseとなるので問題にしなかった。例えば，召喚吏の人物を紹介するに
当って，
　Ful　prively　a　fynch　eek　koude　he　pulle．（652）
　（彼はこっそりアトリの毛をむしり取ることもやった。）とは「無知の者か
ら，金をまきあげる」というような意味の成旬になる。
　チョーサーの別の作品「鳥の会議」The　Parliament　of　Fowls（699行〉
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にも33種の鳥が登場する。C　Tに出なかったものはコチョウゲンボウmerlin，
ツルcrane・タゲリlapwing，コマドリruddock（robin），キジpheasant，
コウノトリstork，ウcormorantの7種である。このようにしてチョーサ
ーがことさら鳥に託して作品を書くことが知られるが，PFの場合は鳥が擬
人化した人物として登場するので，C　Tの一般の場合とは趣を異にしている。
　時代をさらに遡って，古代英語で現存する最古の作品であるB召owulfに
触れてみよう。3182行から成るゲルマン民族の英雄叙事詩には，わずかに4
種の鳥が見られるだけである。この中の二例は「白鳥の路（swanrad）」と「
カッオドリの浴場（ganotes　b器6）」とはいずれも「海」を表現するkenning
である。他の二つはワタリガラス（raven〉とタカ（hawk）で，作品の趣向
は素朴で色彩の乏しいものになっている。
　次に英文学史を一気に飛躍して20世紀の一つの作品に視点を向けてみよう。
T．S。Eliotが1922年みずから編集する文学評論誌The　Criter重on創刊号に
発表したThe　Waste　Landである。私が本文の初めにC　T冒頭の4行を記
録したのは故あってのこと。Eliotは明確にChaucerの生即生の考え方に
対立して，生即死の考えを示したのだ。「死人の埋葬」と題する冒頭の4行は，
　April　is　the　cruellest　month，breeding
　Lilacs　out　of　the　dead　land，mixing
　Memory　and　desire，stirring
　Dull　roots　with　spring　rain．
　（四月は残酷な月で，死んだ土地から
　　リラの花を咲かせ，記憶と欲望を
　　混ぜこぜにし，鈍った根を
　　春雨で生き返らせる。一吉田健一訳）
　孤高な詩人の画期的な作品は5部434行から成るが，ここにも鳥があしらわ
れている。nightingale，hermit・thrush，cock，swallowの4種であるが，
それぞれ慎重な奥深い意昧づけがあるようになる。ここではただ一っnight・
ingaleについてだけ注目してみる。ChaucerはOvidを通じて神話の世界に
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遊んだが，Eliotもギリシァ・ローマの神話を手がかりにした。アテネの王
Pandionの娘Philomelaは自らの姉の夫であるトラキアの王Tereusに
犯される。これを他人に言えないように舌を切られてしまう。姉のProcneは
この秘密を知って妹とはかり，Tereusの息ltysを殺してその肉を夫に食べ
させる。Philomelaは捕えられそうになるが，神々に祈った結果ナイチンゲ
ールに化身する。Procneはその讐でツバメに変えられる。このように陰惨
な神話のエピソードにからんでEhotのナイチンゲールは登場する。鳥によ
る表象がこの詩の芸術性を一段と高めることになっている。
　The　change　of　Philomel，by　the　barbarous　king
　So　rudely　forced；yet　there　the　nightingale
　Filled　all　the　desert　with　inviolable　voice
　And　still　she　cried，and　still　the　world　pursues，
　“JugJug”todirtyears．（99f）
　（野蛮な王に苦しめられたフィロメラが
　　鴬に変えられる絵が書いてあった。併しそこでは鴬が
　　沙漠中をその声で満していた。
　　そして鴬はまだ鳴きながら世界を追っていて，
　　その声が，「ジャグ　ジャグ」と人間の耳には聞える。一全上〉
　　　　　　④　　　幽　　　噛
　英文学における鳥についての話，第一稿は今回これにて打切る。私はいま
14世紀のチョーサーから20世紀のエリオットヘと，両端末を少しばかり撫で
まわしたにすぎなかった。二つの点を結んで長い長い道のりがつづくのであ
る。幸いに私の気力体力が続くなら，順を追ってこうした調べを続けていきた
いと思う。しかし私ひとりの力では到底できることではないと思う。何卒こ
れをお読み下さる方から，ご関心がありましたら，どこそこの作品にもこの
鳥がいますよというような，英文学の鳥の情報をお聞かせ下さいますように
心からお願いいたします。　（July25，1983／phone　O45－772－3246／〒326
横浜市金沢区富岡東6丁目1－10萩原文彦）
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